
 
 

 

 

医学部の施設において、医学部附属病院で働いておられる方々による講義と医療に関する体験活動を行いました。その目

的は、次の２つでした。 

○医学部附属病院がどんなことに取り組んでおられるかを知り、社会や世界に果たしている役割を考える。 

○働いておられる方の情熱、思いに触れ、自分のこれからの目標を考えたり、生き方を考えたりする。 

 ４つのブースを順番に回り学びを深めました。 

保健学科ブース 

「クイズです。この音は何の音でしょう？」・・・体を前へ乗り出し、耳を澄ます子供達。

体内の臓器の音を聴くことから学習が始まりました。聴診器を使った体験では、体の不調を

“音の変化”で知ることができました。体の中は、外からでは聴こえない様々な“音”が鳴

っていることを伺い、実際に聴診器を使って体の中の音を聴いてみました。体内の音、それ

は体の状態を表すサインであること。そしてサインを素早く捉え、治療や患者さんの一日の

生活を支えるための様々な仕事と工夫があることを学びました。 

生命科学科ブース 

「イメージの方向に、イメージの距離に体を動かす感覚と視覚はつながりがあるのか」とい

うポイントをもとに、見えている世界が上下や左右に逆転するメガネをかけて作業をする

体験をしました。自分の名前を書いたり、簡単な迷路をしたりするなど、見え方が逆さにな

ることで、自分の腕をどちらに動かせばよいか、分からなくなる感覚に、子供達はびっくり

していました。日常の活動で、世界の見え方と自分の体の運動がどんなふうに協調している

かを実感することができました。  

医学科ブース 

「知的財産創造教育」の学習でもお世話になっています植木先生の講義と体験学習を行い

ました。内視鏡操作体験では、ポリープに見立てた物を取る体験活動をグループで行いまし

た。医療者になったつもりで内視鏡を操作し、病院で活躍している医療機器がどんなものか

体験することができました。ポリープを見付ける、切除するなど、機器の仕組みと工夫に子

供達は驚きながら学んでいました。 

また、開発研究された「背もたれのない車椅子」の体験活動を行いました。患者と補助者

が、車椅子に乗り降りされるときの体の負担を減らすために生み出された新しい発想に触れ

ることができました。 

  

子供達は、初めての体験、お話、機器、発想に目を輝かせ、驚き、さらに質問し、自分の

知識、考えを深めました。「内臓って音がこんなにいろいろあるんだ。しかも音で体の健康

が分かるなんて。」「見え方が逆になると、こんなにも体の動きが分からなくなるって、何故なんだ。」「車椅子の形を変える

ことで、利用される方の負担がこんなにも減るなんて。」「もう、９０個も新しい発見をしました。」など、学習の後も興奮が

冷めない様子でした。そして、体験活動を通して、医学部附属病院で働く方々は、患者さんのことを考えて日々の仕事に一

生懸命取り組んでおられることが分かりました。また、患者さんの負担を軽減したり、より便利な医療機器を開発しようと

したりする研究の様子と医学部や附属病院で働く方々の生き方に触れ、子供たち一人一人が自分の将来や生き方について考

えることのできる学びとなりました。 

キャリアに拓く ５年生の活動 

訪問先 医学部 

鳥取大学附属小学校では、大学の学部や研究機関、地域の

施設等と連携して学びの場をつくり、子供のキャリア形成

を目指していく活動、「キャリアに拓く」を実施しています。 

５年生の活動の様子を紹介します。 


